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高
橋
虫
麻
呂
と
筑
波
の
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の
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垣
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人
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は
じ
め
に

　

高
橋
虫
麻
呂
歌
集
所
出
と
さ
れ
る
万
葉
集
巻
九
・
一
七
五
九
番
歌
と
一
七
六
〇
番
歌
は
、
筑
波
の
山
の
「
か
が
ひ
」、
所
謂
歌
垣
を
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

【
訓
読
文
】

　
　
　

筑
波
嶺
に
登
り
て
嬥
歌
会
を
せ
し
日
に
作
れ
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌

鷲
の
住
む　

筑
波
の
山
の　

裳
羽
服
津
の　

そ
の
津
の
上
に　

率
ひ
て　

未
通
女
壮
士
の　

行
き
集
ひ　

か
が
ふ
嬥
歌
に　

人
妻
に　

吾
も
交
ら
む　

わ
が
妻
に　

他
も
言
問
へ　

こ
の
山
を　

領
く
神
の　

昔
よ
り　

禁
め
ぬ
行
事
ぞ　

今
日
の
み
は　

め
ぐ
し
も
な
見
そ　

言
も
咎
む
な〔
嬥
歌
は
東
の
俗
語
に
か
が
ひ
と
曰
ふ
〕
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（
巻
九
・
一
七
五
九（

（
（

）

　
　
　

反　

歌

男
の
神
に
雲
立
ち
の
ぼ
り
時
雨
ふ
り
濡
れ
通
る
と
も
わ
れ
帰
ら
め
や
（
巻
九
・
一
七
六
〇
）

　
　

右
の
件
の
歌
は
、
高
橋
連
虫
麻
呂
の
歌
集
の
中
に
出
づ
。

【
漢
字
本
文
】

　

登
二
筑
波
嶺
一
為
二
嬥
謌
會
一
日
作
謌
一
首
并
短
哥

鷲
住　

筑
波
乃
山
之　

裳
羽
服
津
乃　

其
津
乃
上
尒　

率
而　

未
通
女
壯
士
之　

徃
集　

加
賀
布
嬥
謌
尒　

他
妻
尒　

吾
毛
交
牟　

吾
妻
尒　

他
毛
言
問　

此
山

乎　

牛
掃
神
之　

従
来　

不
禁
行
事
叙　

今
日
耳
者　

目
串
毛
勿
見　

事
毛
咎
莫
〔
嬥
謌
者
東
俗
語
曰
二
賀
我
比
一
〕

　
　
　

反　

謌

男
神
尒　

雲
立
登　

斯
具
礼
零　

沾
通
友　

吾
将
反
哉

　

右
件
謌
者
、
高
橋
連
蟲
麻
呂
謌
集
中
出
。

　

長
歌
に
は
、
鷲
が
住
む
筑
波
の
山
の
裳
羽
服
津
と
い
う
津
の
上
に
お
と
め
・
お
と
こ
が
集
ま
る
「
嬥
歌
」
で
、
人
妻
に
私
も
交
わ
ろ
う
、
わ
が
妻
に
人
も
言
い

寄
れ
、
こ
の
山
を
お
治
め
に
な
る
神
が
、
昔
か
ら
禁
止
し
な
い
行
事
で
あ
る
。
今
日
だ
け
は
、「
め
ぐ
し
も
な
見
そ
」、
と
が
め
立
て
も
す
る
な
、
と
い
う
。
題
詞

に
は
「
筑
波
嶺
に
登
り
て
嬥
歌
会
を
せ
し
日
に
作
れ
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」
と
あ
る
が
、
近
年
は
虫
麻
呂
が
実
際
に
筑
波
の
歌
垣
に
参
加
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
題
材
と
し
て
歌
っ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
東
国
の
歌
垣
の
風
俗
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
だ
が
、
当
該
作
品
が
長
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
事
実
を
そ
の
ま
ま
に
述
べ
て
い
る
と
も
考
え
に
く
く
、
そ
こ
に
は
虫
麻
呂
の
「
か
が
ひ
」
に
対
す
る
捉
え
方
が
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
当

該
作
品
を
虫
麻
呂
が
詠
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
も
、
虫
麻
呂
が
自
己
の
心
情
を
述
べ
た
も
の
な
の
か
、
或
い
は
人
々
の
需
要
に
応
じ
て
作
っ
た
作
品
で
あ
る
の
か
と

い
っ
た
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
虫
麻
呂
が
筑
波
の
歌
垣
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
を
歌
表
現
か
ら
分
析
し
、
さ
ら
に
、
当
該
作
品
を
享
受
す

る
人
々
に
つ
い
て
も
考
え
を
進
め
て
み
た
い
。
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一
、
虫
麻
呂
の
描
く
歌
垣

　

上
代
文
献
に
は
所
謂
歌
垣
の
様
相
を
伝
え
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
垣
と
明
示
さ
れ
、
ま
た
行
わ
れ
た
年
月
日
ま
で
明
ら
か
で

あ
る
最
も
古
い
記
録
は
『
続
日
本
紀
』
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　

⑴�

二
月
癸
巳
の
朔
、
天
皇
、
朱
雀
門
に
御
し
て
歌
垣
を
覧
す
。
男
女
二
百
卌
餘
人
、
五
品
已
上
の
風
流
有
る
者
、
皆
そ
の
中
に
交
雑
る
。
正
四
位
下
長
田
王
、

従
四
位
下
栗
栖
王
・
門
部
王
、
従
五
位
下
野
中
王
等
を
頭
と
す
。
本
末
を
以
て
唱
和
し
、
難
波
曲
・
倭
部
曲
・
浅
茅
原
曲
・
広
瀬
曲
・
八
裳
刺
曲
の
音
を
為

す
。
都
の
中
の
士
女
を
し
て
縦
に
覧
せ
し
む
。
歓
を
極
め
て
罷
む
。
歌
垣
を
奉
れ
る
男
女
ら
に
禄
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。（
天
平
六
年
二
月
条（

（
（

）

　

聖
武
天
皇
が
、
朱
雀
門
に
出
て
歌
垣
を
見
た
と
あ
る
。
そ
の
様
は
、
男
女
二
百
四
十
余
人
が
参
加
し
、
五
品
已
上
の
風
流
有
る
者
が
皆
そ
の
中
に
交
じ
っ
て
い

た
と
い
う
。
歌
の
本
末
を
唱
和
し
、
い
く
つ
も
の
曲
が
奏
さ
れ
都
中
の
人
々
が
見
物
し
た
と
あ
る
。
天
平
六
年
の
記
事
で
あ
り
、
虫
麻
呂
と
同
時
代
の
歌
垣
の
様

相
を
伝
え
て
い
る
が
、
虫
麻
呂
が
描
く
筑
波
の
「
か
が
ひ
」
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
歌
頭
の
一
人
で
あ
る
栗
栖
王
は
こ
の
と
き
雅
楽
頭
で
あ
り
、

こ
れ
は
雅
楽
寮
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
国
家
行
事
と
し
て
の
歌
垣
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
実
は
、
風
流
有
る
者
が
参
加
し
、
先
導
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

歌
頭
で
あ
る
長
田
王
と
門
部
王
は
『
藤
氏
家
伝
』
に
「
風
流
侍
従
」
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
り（

（
（

、
当
時
最
先
端
の
学
芸
を
身
に
つ
け
た
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
令
集
解
』
に
は
「
古
記
云
。
遊
部
者
。
在
二
大
倭
國
高
市
郡
一
。
…
但
此
條
遊
部
。
謂
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
是
。」（
巻

四
十
・
喪
葬
令（

（
（

）
と
あ
る
。
こ
れ
は
送
葬
儀
礼
に
携
わ
る
遊
部
に
関
す
る
記
述
だ
が
、「
遊
部
。
隔
二
幽
顯
境
一
。
鎭
二
凶
癘
魂
一
之
氏
也
。」（
同
）
と
も
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
職
掌
は
鎮
魂
を
目
的
と
し
歌
舞
に
よ
っ
て
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
野
中
・
古
市
の
人
の
歌
垣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
折
口
信
夫

氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
「
半
島
帰
化
人
の
将
来
し
た
所
謂
歌
垣
の
よ
う
な
も
の
だ
と
書
い
た（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
野
中
王
の
養
育
地
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
野
中
の

地
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
系
氏
族
に
よ
っ
て
歌
垣
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
天
平
六
年
の
歌

垣
は
、
宮
廷
主
導
の
も
と
最
先
端
の
外
来
の
歌
舞
を
取
り
入
れ
た
行
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
風
流
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
代
は
下
る
が
『
続
日

本
紀
』
に
は
も
う
一
例
歌
垣
の
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
傾
向
は
一
層
顕
著
で
あ
る
。

　

⑵�

辛
卯
、
葛
井
・
船
・
津
・
文
・
武
生
・
蔵
の
六
氏
の
男
女
二
百
卅
人
、
歌
垣
に
供
奉
る
。
そ
の
服
は
並
に
青
揩
の
細
布
衣
を
著
、
紅
の
長
紐
を
垂
る
。
男
女
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一
二
〇

相
並
び
て
、
行
を
分
け
て
徐
に
進
む
。（
宝
亀
元
年
三
月
条
）

　

宝
亀
元
年
の
例
だ
が
、
男
女
二
百
三
十
人
が
歌
垣
に
奉
仕
し
た
と
い
う
。
そ
の
服
は
、
青
揩
の
着
物
を
着
、
紅
の
長
紐
を
垂
ら
す
も
の
で
、
男
女
が
並
ん
で
ゆ
っ

く
り
と
進
ん
だ
と
い
う
。奉
仕
し
た
六
氏
は
い
ず
れ
も
河
内
国
、由
義
宮
の
近
く
に
居
住
す
る
渡
来
系
の
氏
族
で
あ
り
、男
女
が
そ
ろ
い
の
美
し
い
衣
装
で
着
飾
っ

て
列
を
な
し
、
歌
い
歩
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
平
期
以
降
、
外
来
の
文
化
の
影
響
を
受
け
た
風
流
な
国
家
行
事
と
し
て
の
歌
垣
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
次
に
記
紀
に
記
さ
れ
る
歌
垣
を
見
て
み
た
い
。

　

⑶�

故
、
天
の
下
治
ら
し
め
さ
む
と
せ
し
間
に
、
平
群
臣
の
祖
、
名
は
志
毘
臣
、
歌
垣
に
立
ち
て
、
其
の
袁
祁
命
の
婚
は
む
と
し
た
ま
ふ
美
人
の
手
を
取
り
き
。

其
の
孃
子
は
、
菟
田
首
等
の
女
、
名
は
大
魚
な
り
。
爾
に
袁
祁
命
も
亦
歌
垣
に
立
ち
た
ま
ひ
き
。（
清
寧
記（

（
（

）

　

⑷
…
果
し
て
期
り
し
所
に
之
き
て
、
歌
場
の
衆
に
立
た
し
て
、
歌
場
、
此
を
ば
宇
多
我
岐
と
云
ふ
。
影
媛
が
袖
を
執
へ
て
、
躑
躅
ひ
従
容
ふ
。（
武
烈
即
位
前
紀（

（
（

）

　

⑶
は
古
事
記
の
記
事
で
あ
る
が
、
歌
垣
の
文
字
が
あ
る
。
志
毘
臣
と
袁
祁
命
と
い
う
二
人
の
男
性
が
歌
垣
に
立
ち
、
大
魚
と
い
う
女
性
を
め
ぐ
っ
て
歌
に
よ
っ

て
争
っ
た
と
い
う
物
語
が
記
さ
れ
る
。
⑷
は
⑶
と
ほ
ぼ
大
筋
が
同
じ
で
あ
る
が
、
武
烈
天
皇
即
位
前
紀
の
記
事
で
あ
る
。
太
子
と
鮪
臣
と
い
う
人
物
が
影
媛
を
め

ぐ
っ
て
争
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、「
宇
多
我
岐
」
の
仮
名
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
、
男
女
、
あ
る
い
は
男
性
と
男
性
と
の
歌
の
掛
け
合
い
が
描
か
れ
る

の
が
記
紀
の
歌
垣
の
記
述
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
男
女
、
あ
る
い
は
男
性
と
男
性
と
の
歌
に
よ
る
闘
い
の
物
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た
国
家

行
事
と
し
て
の
歌
垣
と
は
明
ら
か
に
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
該
作
品
と
大
き
く
関
わ
る
常
陸
国
風
土
記
の
記
事
を
見
て
み
る
。

　

⑸�

そ
れ
筑
波
岳
は
、
高
く
雲
に
秀
で
、
最
頂
は
西
の
峯
崢
し
く
嶸
く
、
雄
の
神
と
謂
ひ
て
登
臨
ら
し
め
ず
。
唯
、
東
の
峯
は
四
方
磐
石
に
し
て
、
昇
り
降
り
は

岟
し
く
屹
て
る
も
、
其
の
側
に
泉
流
れ
て
冬
も
夏
も
絶
え
ず
。
坂
よ
り
東
の
諸
國
の
男
女
、
春
の
花
の
開
く
る
時
、
秋
の
葉
の
黃
づ
る
節
、
相
携
ひ
駢
闐
り
、

飮
食
を
齎
賫
て
、
騎
に
も
歩
に
も
登
臨
り
、
遊
樂
し
み
栖
遲
ぶ
。
其
の
唱
に
い
は
く
、

　
　
　

筑
波
嶺
に　

逢
は
む
と　

い
ひ
し
子
は　

誰
が
言
聞
け
ば　

神
嶺　

あ
す
ば
け
む
。

　
　
　

筑
波
嶺
に　

廬
り
て　

妻
な
し
に　

我
が
寢
む
夜
ろ
は　

早
や
も　

明
け
ぬ
か
も
。

　
　

�

詠
へ
る
歌
甚
多
く
し
て
載
車
る
に
勝
へ
ず
。
俗
の
諺
に
い
は
く
、
筑
波
峯
の
會
に
娉
の
財
を
得
ざ
れ
ば
、
兒
女
と
せ
ず
と
い
へ
り
。（
常
陸
国
風
土
記
・
筑

波
郡（

（
（

）

　

⑹�

そ
の
南
に
童
子
女
の
松
原
あ
り
。
古
、
年
少
き
僮
子
あ
り
き
。
俗
、
加
味
乃
乎
止
古
・
加
味
乃
乎
止
賣
と
い
ふ
。
男
を
那
賀
の
寒
田
の
郞
子
と
稱
ひ
、
女
を
海
上



高
橋
虫
麻
呂
と
筑
波
の
山
の
歌
垣

一
二
一

の
安
是
の
孃
子
と
號
く
。
竝
に
形
容
端
正
し
く
、
郷
里
に
光
華
け
り
。
名
聲
を
相
聞
き
て
、
望
念
を
同
存
く
し
、
自
愛
む
心
滅
ぬ
。
月
を
經
、
日
を
累
ね
て
、

嬥
歌
の
會
俗
、
宇
太
我
岐
と
い
ひ
、
又
、
加
我
毗
と
い
ふ
に
、
邂
逅
に
相
遇
へ
り
。
時
に
郞
子
歌
ひ
け
ら
く
、

　
　
　

い
や
ぜ
る
の　

安
是
の
小
松
に　

木
綿
垂
で
て　

吾
を
振
り
見
ゆ
も　

安
是
小
島
は
も
。

　
　

孃
子
、
報
へ
歌
ひ
け
ら
く
、

　
　
　

潮
に
は　

立
た
む
と
言
へ
ど　

汝
夫
の
子
が　

八
十
島
隱
り　

吾
を
見
さ
走
り
。

　
　

�

便
ち
、
相
語
ら
ま
く
欲
ひ
、
人
の
知
ら
む
こ
と
を
恐
り
て
、
遊
の
場
よ
り
避
け
、
松
の
下
に
蔭
り
て
、
手
携
は
り
、
膝
を
伇
ね
、
懷
を
陳
べ
、
憤
を
吐
く
。

既
に
故
き
戀
の
積
れ
る
疹
を
釋
き
、
還
、
新
し
き
歡
び
の
頻
な
る
咲
を
起
こ
す
。
…
俄
か
に
し
て
、
鷄
鳴
き
、
狗
吠
え
て
、
天
曉
け
日
明
か
な
り
。
爰
に
、

僮
子
等
、
爲
む
す
べ
を
知
ら
ず
、
遂
に
人
の
見
む
こ
と
を
愧
ぢ
て
、
松
の
樹
と
化
成
れ
り
。
郞
子
を
奈
美
松
と
謂
ひ
、
孃
子
を
古
津
松
と
稱
ふ
。
古
よ
り
名

を
着
け
て
、
今
に
至
る
ま
で
改
め
ず
。（
常
陸
国
風
土
記
・
香
島
郡
）

　

⑸
に
よ
れ
ば
、
筑
波
の
山
は
、
西
の
峯
は
高
く
、
雄
の
神
と
い
っ
て
登
ら
せ
な
い
。
東
の
峯
は
昇
り
降
り
は
険
し
い
が
、
泉
が
絶
え
ず
流
れ
、
坂
よ
り
東
の
諸

国
の
男
女
は
春
と
秋
に
連
れ
立
っ
て
群
が
り
行
き
、
飲
食
物
を
持
参
し
て
馬
や
徒
歩
で
登
り
、
楽
し
み
遊
ぶ
と
い
う
。
そ
こ
で
歌
わ
れ
る
歌
は
多
く
て
載
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
あ
り
、「
俗
の
諺
」
に
は
「
筑
波
峯
の
會
」
で
男
か
ら
求
婚
の
し
る
し
と
し
て
受
け
る
財
物
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
娘
と
し
な
い
、
と

い
う
と
あ
る
。
収
載
さ
れ
て
い
る
歌
謡
は
、
一
首
目
は
、
筑
波
嶺
で
逢
お
う
と
約
束
し
た
あ
の
子
は
、
私
以
外
の
誰
の
言
葉
を
受
け
入
れ
て
遊
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
二
首
目
は
、
筑
波
嶺
で
宿
っ
て
妻
を
得
ず
に
独
り
寝
る
夜
は
、
早
く
明
け
て
欲
し
い
思
い
だ
、
と
歌
う
。
ど
ち
ら
も
歌
垣
で
相
手
と
な
る
女
性
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
男
の
嘆
き
が
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
虫
麻
呂
の
当
該
作
品
も
こ
の
筑
波
の
山
の
春
秋
の
行
事
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
行
事
は

「
筑
波
峯
の
會
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
歌
中
の
「
か
が
ひ
」
と
い
う
名
は
出
て
こ
な
い
。「
か
が
ひ
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
⑹
の
記
事
で
あ
る
。「
童

子
女
の
松
原
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
「
那
賀
の
寒
田
の
郞
子
」「
海
上
の
安
是
の
孃
子
」
と
い
う
年
若
い
男
女
が
い
た
。
二
人
は
容
貌
美
し
く
、
互
い
の

噂
を
聞
く
に
つ
け
ず
っ
と
逢
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、「
嬥
歌
の
會
」
で
偶
然
出
会
い
、
歌
を
か
け
あ
っ
た
と
い
う
。
周
辺
の
男
女
が
集
い
、
歌
を
掛
け
合
い

恋
の
思
い
を
述
べ
る
行
事
が
「
う
た
が
き
」
ま
た
は
「
か
が
ひ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
「
嬥
歌
の
會
」
の
表
記
は
虫
麻
呂
作
品
の
題
詞
と
同
じ
文
字
で

あ
る
が
、
そ
の
注
に
、「
俗
、
宇
太
我
岐
と
い
ひ
、
又
、
加
我
毗
と
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
字
を
「
う
た
が
き
」
ま
た
は
「
か
が
ひ
」
と
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
年
若
い
男
女
は
二
人
で
思
い
を
述
べ
あ
っ
て
い
る
う
ち
に
夜
が
明
け
て
し
ま
い
、
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
恥
じ
て
松
の
木
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
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あ
り
、
こ
れ
は
「
童
子
女
の
松
原
」
の
「
か
が
ひ
」
の
起
源
伝
承
と
思
わ
れ
る
が（

（
（

、
こ
れ
は
香
島
郡
の
記
事
で
あ
る
。
筑
波
の
山
の
記
事
に
は
、「
俗
の
諺
」
と

し
て
「
筑
波
峯
の
會
」
と
い
う
語
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
表
現
は
虫
麻
呂
作
品
に
は
な
い
。
虫
麻
呂
作
品
の
注
記
に
は
「
嬥
歌
は
東
の
俗
語
に
か
が
ひ
と
曰
ふ
」

と
あ
る
。「
か
が
ひ
」
と
は
男
女
が
歌
を
掛
け
合
う
行
事
を
い
う
東
国
の
一
般
的
な
方
言
で
あ
っ
た
と
今
日
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
筑
波
の
山
の
行
事
も
「
か

が
ひ
」
と
言
っ
た
と
い
う
根
拠
は
、
虫
麻
呂
の
歌
に
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
そ
れ
を
「
嬥
歌
」
と
い
う
特
殊
な
文
字
を
用
い
て
表
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
は
、
虫
麻
呂
が
筑
波
の
山
の
歌
垣
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
が
窺
え
る
と
思
わ
れ
る
。「
嬥
歌
」
の
語
は
、
夙
く
か
ら
『
文
選
』「
魏
都
賦
」
に
出
典
を
持

つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、小
島
憲
之
氏
も
そ
れ
を
肯
定
し
た
上
で
、「
文
選
を
讀
ま
な
い
者
に
は
書
け
な
い
特
殊
な
文
字
で
あ
る（
（1
（

」と
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

搉
惟
庸
蜀
與
二
鴝
鵲
一
同
レ
窠
、
句
呉
與
二
鼃
黽
一
同
レ
穴
。
一
自
以-

爲
禽
鳥
、
一
自
以-

爲
魚
鼈
。
…
或
明
發
而
嬥
歌
、
或
浮
泳
而
卒
レ
歳
。
風
俗
以
二
韰
果
一
爲
レ
嫿
、

人
物
以
二
戕
害
一
爲
レ
藝
。
威
儀
所
レ
不
レ
攝
、
憲
章
所
レ
不
レ
綴
。（
左
太
沖
「
魏
都
賦
」『
文
選
』
第
六
巻（
（（
（

）

　

こ
の
文
脈
は
、
蜀
の
人
々
は
鴝
や
鵲
と
同
じ
穴
に
住
み
、
呉
の
人
々
は
ひ
き
が
え
る
と
同
じ
穴
に
住
ん
で
い
る
、
前
者
は
自
分
た
ち
を
鳥
の
仲
間
と
思
い
、
後

者
は
自
分
た
ち
を
魚
や
す
っ
ぽ
ん
の
仲
間
と
考
え
て
い
る
、
と
始
ま
り
、
蜀
で
は
夜
が
明
け
る
ま
で
嬥
歌
す
る
風
習
が
あ
り
、
呉
で
は
泳
ぎ
な
が
ら
年
を
越
す
習

俗
が
あ
る
。
そ
の
気
風
は
短
気
を
好
し
と
し
、
殺
害
を
一
つ
の
能
力
と
考
え
る
。
礼
儀
作
法
に
治
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
典
章
制
度
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と

も
な
い
、
と
あ
る
。
李
善
注
に
は
「
楊
雄
蜀
記
曰
…
嬥
謳
歌
巴
土
人
歌
也
。
何
晏
曰
巴
子
謳
歌
相
引
牽
連
手
而
跳
歌
也
。
…
爾
雅
曰
嬥
嬥
契
契
愈
遐
急
也
。」
と

あ
り
、
楊
雄
の
『
蜀
記
』
に
曰
く
と
し
て
、
嬥
は
謳
う
、
歌
は
巴
、
則
ち
四
川
省
東
部
の
土
人
の
歌
と
あ
る
。
ま
た
、
何
晏
の
言
を
引
き
、
巴
の
人
は
お
互
い
に

手
を
引
き
連
な
っ
て
、
跳
ね
踊
っ
て
歌
う
と
あ
る
。「
魏
都
賦
」
に
お
い
て
「
嬥
歌
」
は
、
魏
の
人
物
が
、
蜀
や
呉
の
人
々
を
動
物
と
同
等
の
、
礼
儀
や
法
律
に

秩
序
づ
け
ら
れ
な
い
蛮
族
で
あ
る
と
述
べ
る
文
脈
に
登
場
し
、
辺
境
の
野
蛮
人
の
奇
妙
な
風
習
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
香
島
郡
や
筑
波
の
山
の
行
事

の
表
記
に
こ
の
語
を
用
い
た
風
土
記
編
輯
者
や
虫
麻
呂
に
、
そ
れ
が
辺
境
の
奇
妙
な
風
習
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
筑
波

の
山
の
歌
垣
が
本
当
に
当
地
で
「
か
が
ひ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
虫
麻
呂
が
そ
れ
に
「
嬥
歌
」
の
表
記
と
「
か
が
ひ
」
の
訓
を
与
え
て
い

る
の
も
、
そ
う
し
た
所
に
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑷
や
⑹
に
よ
れ
ば
、
男
女
が
歌
を
掛
け
合
う
行
事
と
し
て
「
う
た
が
き
」
の
語
の
存
在
が
わ
か
る
が
、
虫

麻
呂
は
そ
れ
を
「
う
た
が
き
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
か
が
ひ
」
の
語
源
は
諸
説
が
あ
っ
て
不
明
だ
が
、
東
国
の
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

辺
境
に
土
着
の
独
特
な
行
事
と
い
う
印
象
を
強
め
る
の
に
、「
か
が
ひ
」
の
語
は
適
切
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
天
平
期
に
お
い
て
は
、
最
先
端
の
文
化
を
取
り
入
れ
た
風
流
な
歌
垣
と
、
虫
麻
呂
作
品
や
風
土
記
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
男
女
が



高
橋
虫
麻
呂
と
筑
波
の
山
の
歌
垣

一
二
三

思
い
を
述
べ
合
う
歌
垣
と
の
二
種
類
が
、
概
念
と
し
て
存
在
す
る
と
い
え
る
。
記
紀
に
描
か
れ
る
歌
垣
は
後
者
に
属
す
が
、
歌
垣
の
歌
闘
争
と
い
う
側
面
に
焦
点

を
あ
て
て
物
語
化
し
て
い
る
の
が
記
紀
で
あ
る
。
都
に
お
い
て
歌
垣
は
外
来
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
風
流
な
国
家
行
事
に
変
質
し
て
い
た
。
虫
麻
呂
が
「
嬥

歌
」
や
「
か
が
ひ
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
風
流
な
行
事
と
は
異
な
る
、
地
方
色
豊
か
な
も
の
と
し
て
筑
波
の
山
の
行
事
を
描
こ
う
と
し
た

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二
、「
人
妻
」
と
の
恋

　

虫
麻
呂
が
語
る
筑
波
の
山
の
「
か
が
ひ
」
と
は
、
人
妻
と
も
交
歓
す
る
こ
と
が
で
き
る
行
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
参
加
者
の
誰
も
が
咎
め
な
い
、
神
さ
え
も
咎
め

な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。「
人
妻
」
と
い
う
歌
語
に
つ
い
て
森
朝
男
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

人
妻
と
の
恋
は
古
代
社
会
に
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
禁
忌
で
あ
っ
て
、
歌
垣
と
い
う
祝
祭
的
時
空
に
お
い
て
、
そ
の
祝
祭
の
非
日
常
的
・
非
理
性
的
転
換
を

誘
引
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
。（
中
略
）「
人
妻
」
と
い
う
恋
歌
の
歌
語
は
歌
垣
の
祝
祭
的
転
換
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
歌
え
ば
一
種
の
煽
情
効
果

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、歌
垣
の
男
女
掛
け
あ
い
に
お
け
る
女
歌
の
歌
語
と
し
て
は
、男
の
求
愛
に
対
し
、「
私
は
人
妻
よ
」と
い
っ
て
そ
れ
を
拒
絶
し
つ
つ
、

さ
ら
に
男
の
闘
争
的
本
能
や
禁
忌
侵
犯
へ
の
欲
情
を
駆
り
た
て
も
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　
「
人
妻
」
と
い
う
語
は
、
当
該
作
品
以
外
で
は
万
葉
集
中
に
次
の
例
が
あ
る
。

　

１
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も
（
巻
一
・
二
一
／
大
海
人
皇
子
）

　

２
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
ふ
を
う
つ
た
へ
に
人
妻
と
言
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
（
巻
四
・
五
一
七
／
大
伴
卿
）

　

３
あ
か
ら
ひ
く
し
き
妙
の
子
を
屢
見
れ
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
ぬ
べ
し
（
巻
十
・
一
九
九
九
）

　

４
う
ち
日
さ
す
宮
道
に
逢
ひ
し
人
妻
ゆ
ゑ
に　

玉
の
緒
の
思
ひ
乱
れ
て
寝
る
夜
し
そ
多
き
（
巻
十
一
・
二
三
六
五
）

　

５
人
妻
に
言
ふ
は
誰
が
言
さ
衣
の
こ
の
紐
解
け
と
言
ふ
は
誰
が
言
（
巻
十
二
・
二
八
六
六
）

　

６
お
ほ
ろ
か
に
わ
れ
し
思
は
ば
人
妻
に
あ
り
と
ふ
妹
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
め
や
（
巻
十
二
・
二
九
〇
九
）

　

７
小
竹
の
上
に
来
居
て
鳴
く
鳥
目
を
安
み
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
に
け
り
（
巻
十
二
・
三
〇
九
三
）
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四

　

８
息
の
緒
に
わ
が
息
づ
き
し
妹
す
ら
を
人
妻
な
り
と
聞
け
ば
悲
し
も
（
巻
十
二
・
三
一
一
五
）

　

９
人
妻
と
何
か
そ
を
い
は
む
然
ら
ば
か
隣
の
衣
を
借
り
て
着
な
は
も
（
巻
十
四
・
三
四
七
二
）

　

（0
崩
岸
の
上
に
駒
を
つ
な
ぎ
て
危
ほ
か
と
人
妻
児
ろ
を
息
に
わ
が
す
る
（
巻
十
四
・
三
五
三
九
）

　

（（
崩
岸
辺
か
ら
駒
の
行
ご
の
す
危
は
と
も
人
妻
児
ろ
を
目
ゆ
か
せ
ら
ふ
も
（
巻
十
四
・
三
五
四
一
）

　

１
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
蒲
生
野
の
遊
猟
に
お
け
る
宴
席
の
歌
で
あ
る
。
額
田
王
の
「
あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」（
巻

一
・
二
〇
）
と
い
う
歌
に
対
し
て
大
海
人
皇
子
が
返
し
た
歌
で
あ
り
、
紫
草
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
を
憎
く
思
う
な
ら
ば
、
人
妻
で
あ
る
あ
な
た
を
ど
う
し
て

恋
慕
う
こ
と
が
あ
ろ
う
、
と
歌
っ
て
い
る
。
２
は
、
触
れ
る
こ
と
が
禁
忌
の
神
木
に
さ
え
手
は
触
れ
る
と
い
う
も
の
を
、
あ
な
た
が
人
妻
だ
か
ら
と
て
、
ま
だ
手

を
触
れ
ぬ
こ
と
よ
、
と
い
う
。
人
妻
と
の
恋
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
歌
は
示
し
て
い
る
。
８
は
、
我
が
命
と
嘆
息
し
つ
つ
恋
し
た
あ
の
人
ま
で
人
妻

で
あ
る
と
聞
く
と
、
悲
し
い
こ
と
よ
と
あ
る
。
人
妻
で
あ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
恋
し
た
相
手
で
あ
っ
て
も
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
触
れ
得
な
い
か
ら
こ
そ
、

人
妻
へ
の
恋
は
男
の
欲
望
を
駆
り
立
て
る
。
３
は
七
夕
歌
で
あ
り
、
赤
く
美
し
い
女
性
（
織
女
）
を
見
る
と
、
人
妻
（
牽
牛
の
妻
）
で
あ
る
の
に
私
は
恋
を
し
そ

う
に
な
る
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
七
夕
の
宴
に
お
い
て
、
七
夕
伝
説
を
素
材
に
戯
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
美
し
い
人
妻
へ
の
恋
を
禁
忌
と
知
り
つ
つ
も
憧
れ
る
思
い

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
４
は
人
妻
の
た
め
に
、
玉
の
緒
が
思
い
乱
れ
て
寝
る
夜
が
多
い
こ
と
だ
と
詠
ま
れ
る
。
そ
の
人
妻
と
逢
っ
た
の
は
、
日
が
輝
き
さ
す
宮
の

道
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
人
妻
の
輝
か
し
い
美
し
さ
を
も
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
輝
か
し
い
憧
れ
の
対
象
で
あ
る
人
妻
と
の
恋
は
危
険
な
も

の
だ
が
、
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
表
現
も
あ
る
。
６
は
、
並
一
通
り
に
私
が
思
う
の
な
ら
、
人
妻
だ
と
い
う
あ
な
た
に
恋
続
け
て
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
、
と

あ
り
、
１
と
歌
い
ぶ
り
が
近
い
が
、
人
妻
へ
の
強
い
思
い
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。
７
は
、
小
竹
の
上
に
来
て
鳴
く
鳥
は
網
の
目
を
気
に
し
て
い
な
い
、
そ
の
よ
う

に
、
人
目
に
立
つ
ま
い
と
気
を
許
し
て
、
人
妻
だ
の
に
私
は
恋
を
し
た
こ
と
だ
、
と
あ
る
。
（0
は
崩
れ
た
崖
の
上
に
駒
を
つ
な
い
で
、
危
な
い
な
が
ら
人
妻
で
あ

る
あ
の
子
を
我
が
命
と
す
る
よ
、
と
詠
み
、
（（
は
崩
れ
た
崖
の
ほ
と
り
を
駒
が
行
く
よ
う
に
危
険
だ
と
し
て
も
、
人
妻
で
あ
る
あ
の
子
を
ま
ば
ゆ
く
思
う
と
あ
る
。

こ
う
し
た
憧
れ
と
求
愛
の
表
現
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
女
性
の
側
か
ら
、
自
分
は
人
妻
で
あ
る
と
た
し
な
め
る
表
現
も
あ
る
。
５
は
、
人
妻
に
向
か
っ
て
言
う

言
葉
は
誰
の
言
葉
、
さ
衣
の
こ
の
紐
を
解
け
と
い
う
の
は
誰
の
言
葉
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
男
性
の
求
愛
に
対
し
て
自
分
は
人
妻
で
あ
る
と
拒
絶
す
る
歌
で
あ
る

が
、
第
二
句
目
と
第
五
句
目
の
末
尾
が
同
じ
語
句
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
語
句
の
繰
り
返
し
は
集
団
で
の
掛
け
合
い
の
歌
に
多
く
、
こ
の
歌
の
成
立
背
景
に
集
団

歌
謡
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
歌
が
あ
る
一
方
、
９
は
、
人
妻
と
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
の
か
、
そ
れ
な
ら
隣
人
の
衣
を
借
り
て
着
な
い
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だ
ろ
う
か
、
と
歌
う
。
隣
の
衣
を
借
り
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
人
妻
で
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
、
相
手
を
挑
発
す
る
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
人
妻
」
の
歌
語
の
用
例
を
見
て
く
る
と
、
ま
ず
、
宴
席
や
作
者
未
詳
歌
の
世
界
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
人
妻
は
憧

れ
の
対
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
社
会
通
念
上
、
人
妻
へ
の
恋
が
禁
忌
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
実
で
は
な
く
歌
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
欲

望
が
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
虫
麻
呂
は
、
昔
か
ら
神
が
禁
じ
な
い
行
事
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
人
妻
と
の
恋
を
肯
定
す
る
。
こ
れ
は
、
人
妻
で
も

よ
い
で
は
な
い
か
と
歌
う
９
よ
り
も
は
る
か
に
開
放
的
な
表
現
で
あ
る
。
虫
麻
呂
の
文
言
の
前
で
は
、
５
の
よ
う
に
、
人
妻
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
拒
絶
す
る
こ

と
さ
え
許
さ
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
虫
麻
呂
は
「
人
妻
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
禁
忌
、
拒
絶
の
歌
の
論
理
を
封
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

虫
麻
呂
の
場
合
は
、「
わ
が
妻
に　

他
も
言
問
へ
」
と
歌
っ
て
い
る
点
が
特
異
で
あ
る
。
自
分
の
妻
に
他
人
が
言
い
寄
っ
た
ら
嫉
妬
の
情
を
起
こ
し
そ
う
な
も
の

だ
が
、
巻
十
六
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

　

（（
住
吉
の
小
集
楽
に
出
で
て
現
に
も
己
妻
す
ら
を
鏡
と
見
つ
も
（
巻
十
六
・
三
八
〇
八
）

　
　
　
　

�

右
は
伝
へ
て
云
は
く
「
昔
者
鄙
人
あ
り
。
姓
名
い
ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
時
に
郷
里
の
男
女
、
衆
集
ひ
て
野
遊
し
き
。
こ
の
会
集
へ
る
中
に
鄙
人
の
夫

婦
あ
り
。
そ
の
婦
の
容
姿
端
正
し
き
こ
と
衆
諸
に
秀
れ
た
り
。
す
な
は
ち
彼
の
鄙
人
の
意
に
、
弥
よ
妻
を
愛
し
ぶ
る
情
増
り
て
、
こ
の
歌
を
作
り
、
美

貌
を
賛
嘆
し
き
」
と
い
へ
り
。

　

小
集
楽
に
出
た
夫
婦
の
夫
が
、
自
分
の
妻
の
容
姿
の
美
し
さ
が
衆
人
に
抜
き
ん
出
て
い
た
の
で
、
妻
を
愛
す
る
気
持
ち
が
い
よ
い
よ
ま
さ
っ
て
、
妻
の
美
し
さ

を
賛
嘆
し
て
作
っ
た
歌
だ
と
い
う
。
小
集
楽
は
橋
の
た
も
と
で
の
小
さ
な
歌
垣
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
夫
が
妻
へ
の
愛
情
を
深
め
た
と
い
う
の
は
、
周
囲

の
人
々
か
ら
妻
が
言
い
寄
ら
れ
る
こ
と
盛
ん
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
垣
に
お
い
て
周
囲
の
人
々
か
ら
自
分
の
妻
が
言
い
寄
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
妻
が
美
し
い
こ
と
の
証
で
あ
り
、
夫
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
自
分
自
身
の
誇
り
と
な
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

三
、「
め
ぐ
し
も
な
見
そ
」
の
解
釈

　

虫
麻
呂
は
長
歌
の
末
尾
に
お
い
て
、
筑
波
の
「
か
が
ひ
」
に
お
い
て
は
、
人
妻
と
の
恋
の
論
理
が
一
般
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
念
押
し

す
る
。
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長
歌
末
尾
に
は
「
今
日
の
み
は　

め
ぐ
し
も
な
見
そ　

言
も
咎
む
な
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
研
究
史
上
、
大
き
く
三
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
一
つ
は
発
話
主

体
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
点
、
二
つ
は
誰
に
対
す
る
呼
び
か
け
か
と
い
う
点
、
三
つ
は
「
め
ぐ
し
」
の
語
義
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

○�

心
が
く
ぐ
も
り
て
不
快
を
覺
え
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
巻
五
の
妻
子
美
禮
婆
米
具
斯
宇
都
久
志
（
八
〇
〇
）
の
メ
グ
シ
と
同
じ
く
、
愛
ら
し
い
意
と
す

る
説
は
當
ら
な
い
。
こ
の
句
は
見
て
不
快
に
思
ふ
な
よ
の
意
。（
鴻
巣
全
釈
）

　

○
メ
グ
シ
は
、
愛
憐
す
べ
く
あ
る
意
の
形
容
詞
。
め
ぐ
し
と
は
見
る
な
の
意
。（
全
註
釈
）

　

○
め
ぐ
し
―
胸
が
苦
し
く
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
現
代
の
方
言
で
い
う
メ
ン
コ
イ
・
メ
グ
イ
（
可
愛
い
）
の
古
語
。
こ
こ
で
は
愛
人
。（
大
系
）

　

○
こ
こ
は
氣
の
毒
だ
と
も
見
る
な
、
の
意
。（
注
釈
）

　

○�

「
め
ぐ
し
」
は
「
恵
む
」
と
同
根
で
、
こ
こ
で
は
同
情
の
念
を
い
う
名
詞
か
。
こ
の
句
で
は
受
身
の
立
場
の
人
へ
の
同
情
を
、
末
句
で
は
能
動
の
立
場
の
人

へ
の
干
渉
を
遮
っ
て
い
る
。（
新
潮
集
成
）

　

○�

メ
グ
シ
は
見
苦
し
さ
の
意
で
あ
ら
う
。
可
憐
な
と
見
て
、
可
憐
な
妻
の
こ
と
も
見
る
な
と
も
見
え
る
が
、
や
は
り
見
る
に
心
苦
し
い
事
も
見
る
な
と
解
く
の

が
自
然
で
あ
ら
う
。（
私
注
〈
新
装
版
〉）

　

○
次
の
「
言
」
に
対
応
し
、
用
字
「
目
串
」
は
意
を
示
す
か
。
刺
す
よ
う
に
見
る
こ
と
。「
め
（
愛
）
ぐ
し
」（
八
〇
〇
）
と
は
別
語
。（
講
談
社
文
庫
）

　

○�

「
目
ぐ
し
」
は
、
こ
こ
は
見
る
目
苦
し
い
意
の
形
容
詞
で
、
見
る
目
苦
し
い
と
は
、
見
る
な
と
、
夫
で
あ
る
男
が
、
人
妻
を
挑
む
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
ゐ
る

妻
の
心
を
憚
つ
て
云
つ
た
も
の
。（
窪
田
評
釈
）

　

○�

メ
グ
シ
は
、
見
た
目
に
切
な
い
ほ
ど
に
い
と
し
い
、
の
意
。
ナ
＋
連
用
形
（
＋
ソ
）
は
、
同
じ
く
禁
止
を
表
す
語
法
だ
が
、
終
止
形
＋
ナ
に
比
べ
て
概
し
て

強
制
力
が
弱
く
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
女
性
的
な
語
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
句
は
女
か
ら
男
に
向
っ
て
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
次
の
「
事
も
咎
む
な
」
が
男

か
ら
女
に
言
っ
た
言
葉
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
新
編
全
集
）

　

○�

気
の
毒
だ
な
ど
と
思
っ
て
見
る
な
、
の
意
。
下
の
「
事
も
と
が
む
な
」
が
男
の
立
場
か
ら
の
発
言
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
の
立
場
か
ら
の
発
言
と
す
る
む
き

が
あ
る
が
、
前
の
対
句
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
と
も
に
、
集
ま
る
男
女
に
男
が
呼
び
か
け
た
と
見
る
の
が
よ
い
。「
め
ぐ
し
」
は
「
恵
む
」
と
同
源
の
形
容

詞
で
、
目
に
見
て
い
た
わ
し
い
、
の
意
。（
釈
注
）
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○
痛
々
し
い
、
胸
が
苦
し
く
な
る
ほ
ど
か
わ
い
い
、
意
の
動マ

マ詞
「
め
ぐ
し
」
の
名
詞
形
。
愛
人
。
気
の
毒
に
思
う
意
と
す
る
説
も
あ
る
。（
全
歌
講
義
）

　

○
「
メ
グ
シ
」
は
、
咎
め
る
よ
う
な
目
で
見
る
こ
と
。（
全
解
）

　

ま
ず
、
発
話
主
体
と
誰
に
対
す
る
呼
び
か
け
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
末
尾
の
二
句
の
発
話
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
『
新
編
全
集
』

で
あ
る
。『
新
編
全
集
』
は
、「
め
ぐ
し
も
な
見
そ
」
を
女
性
か
ら
男
性
に
向
っ
て
言
っ
た
句
、「
言
も
咎
む
な
」
を
男
性
か
ら
女
性
に
言
っ
た
言
葉
と
す
る
。
し

か
し
、「
な
＋
連
用
形
＋
そ
」
を
女
性
的
な
語
調
と
す
る
『
新
編
全
集
』
の
注
は
印
象
批
評
的
な
感
が
拭
え
ず
、
突
然
女
性
と
男
性
と
の
掛
け
合
い
が
現
れ
る
と

い
う
の
も
賛
同
し
が
た
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
当
該
長
歌
に
は
「
人
妻
に　

吾
も
交
ら
む　

わ
が
妻
に　

他
も
言
問
へ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
わ
れ
」
は
、
虫
麻
呂

自
身
と
い
う
よ
り
も
、
虫
麻
呂
が
設
定
し
た
作
中
主
体
と
し
て
の
「
わ
れ
」
で
あ
ろ
う
が
、
歌
の
中
で
主
体
と
し
て
の
「
わ
れ
」
が
聞
き
手
に
向
か
っ
て
発
言
し

て
い
る
以
上
、
末
尾
の
二
句
も
そ
の
制
約
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
作
中
主
体
と
し
て
の
「
わ
れ
」
の
、
聞
き
手
に
対
し
て
の
発
言
と
捉
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、「
わ
れ
」
は
聞
き
手
に
対
し
て
、
具
体
的
に
何
を
禁
止
し
て
い
る
の
か
。

　

次
に
、「
め
ぐ
し
」
の
語
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。「
め
ぐ
し
」
の
語
は
難
解
で
あ
り
、
現
在
で
も
解
釈
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
多
く
の
注
釈
書
は
、
形
容
詞

と
と
る
。
形
容
詞
「
め
ぐ
し
」
は
、
目
に
見
て
苦
し
い
、
気
の
毒
だ
、
か
わ
い
そ
う
だ
、
と
い
う
意
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
、
か
わ
い
い
、
い
と

し
い
な
ど
の
意
と
の
二
つ
が
あ
り
、
万
葉
集
に
は
ど
ち
ら
の
用
例
も
あ
る
。

　

イ
父
母
を　

見
れ
ば
尊
し　

妻
子
見
れ
ば　

め
ぐ
し
愛
し
…
（
巻
五
・
八
〇
〇
／
山
上
憶
良
）

　

ロ
人
も
無
き
古
り
に
し
郷
に
あ
る
人
を
愍
く
や
君
が
恋
に
死
な
す
る
（
巻
十
一
・
二
五
六
〇
）

　

ハ�

妹
も
わ
れ
も　

心
は
同
じ　

副
へ
れ
ど　

い
や
懐
し
く　

相
見
れ
ば　

常
初
花
に　

心
ぐ
し　

め
ぐ
し
も
な
し
に　

愛
し
け
や
し　

吾
が
奥
妻
…
（
巻

十
七
・
三
九
七
八
／
大
伴
家
持
）

　

ニ
…
父
母
を　

見
れ
ば
尊
く　

妻
子
見
れ
ば　

愛
し
く
め
ぐ
し
…
（
巻
十
八
・
四
一
〇
六
／
大
伴
家
持
）

　

ロ
・
ハ
は
前
者
に
、
イ
・
ニ
は
後
者
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
当
該
作
品
に
お
け
る
意
味
を
前
者
で
と
れ
ば
、
聞
き
手
に
気
の
毒
だ
と
見
る
な
、
と
呼
び
か
け
る

理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
後
者
の
意
味
で
と
れ
ば
、「
め
ぐ
し
も
な
見
そ
」
は
か
わ
い
い
人
も
見
る
な
と
な
り
、
自
分
の
い
と
し
い
本
来
の
妻
を
見
る
な
の
意

に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
も
後
に
述
べ
る
問
題
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
当
該
歌
で
「
め
ぐ
し
」
に
接
続
し
て
い
る
「
も
」
は
原
則
と
し
て
連
体
形
や
名
詞
に

接
続
す
る
助
詞
で
あ
り
、「
め
ぐ
し
」
が
形
容
詞
の
終
止
形
と
す
る
と
文
法
上
疑
問
が
残
る
。
ハ
も
形
は
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
心
ぐ
し
」「
め
ぐ
し
」
と
二
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二
八

つ
の
状
態
を
表
す
語
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
も
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
文
脈
で
あ
り
、
状
態
を
並
列
し
打
ち
消
す
た
め
に
形
容
詞
終
止
形
を
敢
え
て
用
い
た
と
考
え

れ
ば
、
破
格
だ
が
表
現
技
法
と
し
て
説
明
で
き
る
。
一
方
、
当
該
歌
の
「
め
ぐ
し
」
を
名
詞
化
し
て
解
釈
す
る
の
が
『
大
系
』
や
『
全
歌
講
義
』
で
あ
り
、
か
わ

い
い
人
の
意
と
捉
え
て
愛
人
と
解
す
る
。
し
か
し
、
連
体
形
が
名
詞
と
な
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
終
止
形
が
名
詞
と
な
る
こ
と
も
落
ち
着
か
な
い
。
こ

れ
ら
に
対
し
て
中
西
進
氏
の『
講
談
社
文
庫
』は「
次
の「
言
」に
対
応
し
、用
字「
目
串
」は
意
を
示
す
か
。刺
す
よ
う
に
見
る
こ
と
。「
め（
愛
）ぐ
し
」（
八
〇
〇
）

と
は
別
語
」
と
注
し
て
い
る
。
中
西
進
氏
は
後
に
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

�「
目
ぐ
し
」
は
目
が
屈
折
す
る
状
態
、
見
た
目
を
晴
れ
や
ら
ぬ
も
の
に
す
る
こ
と
を
い
う
と
お
ぼ
し
い
。（
中
略
）「
目
ぐ
し
」「
心
ぐ
し
」
の
「
ぐ
し
」
は
形

容
詞
型
を
と
っ
て
い
る
が
、
元
来
「
く
き
」（
岫
）、「
く
く
」（
潜
、
漏
）、「
く
く
む
」（
包
）、「
く
く
も
る
」（
同
）、「
く
く
る
」（
縛
）
な
ど
の
「
く
く
」

と
同
根
の
も
の
、
内
部
に
屈
折
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）「
言
」
に
対
す
る
も
の
が
「
目
」、「
咎
む
」
に
対
す
る
も
の
が
「
見
る
」
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
と
ば
で
と
が
め
立
て
を
す
る
よ
う
な
状
態
が
、
見
て
不
都
合
を
感
じ
る
「
目
ぐ
し
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
見
た
目
を
く
ぐ
ま
せ
不
都
合

を
感
じ
る
よ
う
に
は
見
る
な
と
い
う
の
が
、
虫
麻
呂
の
い
い
分
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

た
だ
、
こ
こ
で
多
少
の
疑
問
を
い
え
ば
、
ど
う
も
こ
の
こ
と
ば
が
形
容
詞
と
し
て
不
完
全
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
の
未
詳
歌
ふ
う
に
「
め
ぐ
く
」
と
い
っ

て
く
れ
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
し
、
一
方
「
言
」
と
対
応
す
る
た
め
の
名
詞
形
と
と
る
と
、
こ
れ
は
終
止
形
に
よ
る
共
用
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
、
こ
れ
は
む

し
ろ
古
形
だ
か
ら
、
存
外
「
め
ぐ
し
」
は
古
い
こ
と
ば
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（1
（

。

　

中
西
氏
は
、
疑
問
を
持
ち
つ
つ
も
終
止
形
が
名
詞
形
と
な
る
こ
と
は
古
形
と
し
、「
め
ぐ
し
」
を
刺
す
よ
う
に
見
る
こ
と
、
或
い
は
、
屈
折
し
た
目
で
見
る
こ

と
と
す
る
。
こ
う
し
た
中
西
氏
の
説
を
承
け
て
、
金
井
清
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�「
目
串
」
は
「
目
の
矢
」
で
あ
り
、「
矢
の
よ
う
に
人
を
刺
す
目
（
目
な
ざ
し
）」
で
あ
る
。「
目
ぐ
し
も
な
見
そ
」
は
、「
目
串
を
以
て
見
る
な
」
で
あ
り
、

矢
（
串
）
で
刺
す
よ
う
な
目
な
ざ
し
で
私
を
見
な
い
で
く
れ
、
の
意
に
な
ろ
う
。
次
句
「
こ
と
も
咎
む
な
」
は
、「
こ
と
」
は
「
言
」、
言
葉
を
以
て
咎
め
る

な
の
意
と
解
す
れ
ば
、
対
句
が
き
れ
い
に
成
立
し
、「
目
に
も
言
に
も
、
今
日
だ
け
は
我
が
行
い
を
咎
め
る
な
か
れ
」
と
、
場
違
い
の
場
に
登
場
し
た
中
年

男
の
主
人
公
が
虚
勢
を
張
っ
た
表
現
と
な
ろ
う（
（1
（

。

　
「
め
ぐ
し
」
を
金
井
氏
の
よ
う
に
、
刺
す
よ
う
に
見
る
ま
な
ざ
し
と
取
れ
ば
、
文
法
上
の
問
題
も
解
決
し
、
次
の
「
言
」
と
も
名
詞
同
士
で
整
っ
た
対
句
と
な
る
。

そ
し
て
、
目
と
言
と
の
対
比
と
な
れ
ば
、
万
葉
集
の
「
人
目
」「
他
言
」
の
表
現
が
想
起
さ
れ
る
。
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①
…
ね
も
こ
ろ
に　

見
ま
く
欲
し
け
ど　

止
ま
ず
行
か
ば　

人
目
を
多
み　

数
多
く
行
か
ば　

人
知
り
ぬ
べ
み
…
（
巻
二
・
二
〇
七
／
柿
本
人
麻
呂
）

　

②
う
つ
せ
み
の
人
目
を
繁
み
石
橋
の
間
近
き
君
に
恋
ひ
わ
た
る
か
も
（
巻
四
・
五
九
七
）

　

③
恋
死
な
む
そ
こ
も
同
じ
そ
何
せ
む
に
人
目
他
言
言
痛
み
わ
が
せ
む
（
巻
四
・
七
四
八
／
大
伴
家
持
）

　

④
か
く
ば
か
り
面
影
の
み
に
思
ほ
え
ば
い
か
に
か
も
せ
む
人
目
繁
く
て
（
巻
四
・
七
五
二
／
大
伴
家
持
）

　

⑤
人
眼
多
み
逢
は
な
く
の
み
そ
情
さ
へ
妹
を
忘
れ
て
わ
が
思
は
な
く
に
（
巻
四
・
七
七
〇
／
大
伴
家
持
）

　

⑥
木
綿
懸
け
て
祭
る
三
諸
の
神
さ
び
て
斎
ふ
に
は
あ
ら
ず
人
目
多
み
こ
そ
（
巻
七
・
一
三
七
七
）

　

⑦
息
の
緒
に
わ
れ
は
思
へ
ど
人
目
多
み
こ
そ　

吹
く
風
に
あ
ら
ば
し
ば
し
ば
逢
ふ
べ
き
も
の
を
（
巻
十
一
・
二
三
五
九
）

　

⑧
人
眼
守
る
君
が
ま
に
ま
に
わ
れ
さ
へ
に
早
く
起
き
つ
つ
裳
の
裾
濡
れ
ぬ
（
巻
十
一
・
二
五
六
三
）

　

⑨
人
目
多
み
常
か
く
の
み
し
候
は
ば
い
づ
れ
の
時
か
わ
が
恋
ひ
ず
あ
ら
む
（
巻
十
一
・
二
六
〇
六
）

　

⑩
里
近
く
家
や
居
る
べ
き
こ
の
わ
が
目
人
目
を
し
つ
つ
恋
の
繁
け
く
（
巻
十
二
・
二
八
七
六
）

　

⑪
心
に
は
千
重
に
百
重
に
思
へ
れ
ど
人
目
を
多
み
妹
に
逢
は
ぬ
か
も
（
巻
十
二
・
二
九
一
〇
）

　

⑫
人
目
多
み
眼
こ
そ
忍
べ
れ
少
な
く
も
心
の
う
ち
に
わ
が
思
は
な
く
に
（
巻
十
二
・
二
九
一
一
）

　

⑬
心
に
は
燃
え
て
思
へ
ど
う
つ
せ
み
の
人
目
を
繁
み
妹
に
逢
は
ぬ
か
も
（
巻
十
二
・
二
九
三
二
）

　

⑭
逢
は
む
と
は
千
遍
思
へ
ど
あ
り
通
ひ
人
目
を
多
み
恋
ひ
つ
つ
そ
居
る
（
巻
十
二
・
三
一
〇
四
）

　

⑮
人
目
多
み
直
に
逢
は
ず
し
て
け
だ
し
く
も
わ
が
恋
ひ
死
な
ば
誰
が
名
な
ら
む
も
（
巻
十
二
・
三
一
〇
五
）

　

⑯
う
つ
せ
み
の
人
目
を
繁
み
逢
は
ず
し
て
年
の
経
ぬ
れ
ば
生
け
り
と
も
無
し
（
巻
十
二
・
三
一
〇
七
）

　

⑰
う
つ
せ
み
の
人
目
繁
け
ば
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
夢
に
を
継
ぎ
て
見
え
こ
そ
（
巻
十
二
・
三
一
〇
八
）

　

⑱
心
無
き
雨
に
も
あ
る
か
人
目
守
り
乏
し
き
妹
に
今
日
だ
に
逢
は
む
を
（
巻
十
二
・
三
一
二
二
）

　

⑲
草
枕
旅
行
く
君
を
人
目
多
み
袖
振
ら
ず
し
て
あ
ま
た
悔
し
も
（
巻
十
二
・
三
一
八
四
）

　

⑳
梓
弓
末
は
寄
り
寝
む
現
在
こ
そ
人
目
を
多
み
汝
を
間
に
置
け
れ
（
巻
十
四
・
三
四
九
〇
／
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
）

　

③
に
は
、「
人
目
」
と
「
他
言
」
と
が
一
組
と
な
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
逢
え
ず
に
恋
の
苦
し
さ
に
死
ぬ
こ
と
も
、
人
目
や
噂
を
た
て
ら
れ
る
こ
と
も
、
つ
ら
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一
三
〇

さ
は
同
じ
こ
と
な
の
に
、
ど
う
し
て
人
目
や
他
言
を
う
る
さ
が
っ
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
、
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
恋
す
る
も
の
同
士
が
逢
う
の
を
妨
げ
る
の

が
「
人
目
」「
他
言
」
な
の
で
あ
る
。
⑮
に
は
、
人
目
が
多
い
の
で
直
接
に
逢
う
こ
と
も
で
き
ず
、
あ
る
い
は
私
が
死
ん
だ
な
ら
ば
、
誰
の
名
が
立
つ
だ
ろ
う
、

と
あ
り
、
⑯
に
は
現
実
の
人
目
が
多
い
の
で
逢
う
こ
と
も
で
き
ず
年
が
経
っ
て
し
ま
う
と
、
生
き
た
心
地
も
な
い
、
と
あ
る
。
人
目
は
、
死
ぬ
よ
う
な
恋
の
苦
し

さ
を
も
た
ら
す
こ
と
、
そ
し
て
も
し
人
目
に
明
ら
か
に
な
る
と
、
そ
れ
と
同
等
の
苦
し
さ
を
受
け
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
人
目
を
気
に
し
て
①
②
④
⑨

の
よ
う
に
、
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
⑰
の
よ
う
に
、
人
目
に
つ
か
な
い
夢
の
中
に
出
て
き
て
ほ
し
い
と
も
詠
ま
れ
る
。
⑧
⑱
の
よ
う
に
、
人
目
を
気

に
す
る
「
人
目
守
る
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
⑤
⑥
⑦
⑪
⑫
⑬
⑭
⑳
は
、
逢
い
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
人
目
が
多
い
か
ら
逢
え
な
い
の
で
あ
る
と
、
相
手

に
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
⑲
は
、
旅
に
出
る
あ
な
た
に
人
目
が
多
い
の
で
袖
を
振
ら
な
く
て
、
今
し
き
り
に
悔
や
ま
れ
る
よ
と
あ
り
、
或
い
は
女
性
の
歌
か
も
し

れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
「
人
目
」「
他
言
」
の
表
現
は
恋
人
同
士
の
本
当
の
心
を
示
す
一
方
で
、
相
手
と
逢
わ
な
い
日
が
続
く
こ
と
に
対
す
る
言
い
訳
と
し
て

も
機
能
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
心
か
言
い
訳
か
は
そ
の
歌
の
場
に
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
恋
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
「
人
目
」「
他
言
」
を
詠
む
表

現
の
型
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
③
④
⑤
の
よ
う
な
、
家
持
と
女
性
の
贈
答
歌
に
た
び
た
び
現
れ
る
こ
と
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
当
該
作
品
に
お
い
て

虫
麻
呂
が
刺
す
よ
う
に
見
る
ま
な
ざ
し
と
、言
葉
に
よ
る
と
が
め
立
て
と
を
す
る
な
と
詠
ん
だ
の
だ
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
こ
う
し
た
恋
歌
に
一
般
的
な「
人
目
」「
他

言
」
の
論
理
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
世
間
一
般
で
の
「
人
目
」「
他
言
」
の
論
理
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
筑
波
の
「
か
が
ひ
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
虫
麻
呂
は
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
の
７
の
作
品
で
も
、「
目
を
安
み
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
に
け
り
」
と
、
人
目
を
気
に
せ
ず
人

妻
に
恋
を
し
た
と
あ
っ
た
が
、
人
妻
へ
の
恋
は
人
目
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
破
綻
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
目
を
気
に
す
る
こ
と
は
社
会
通
念
上
当
然
で
あ
る
。
や
は
り

当
該
作
品
の
「
め
ぐ
し
」
は
、
他
者
の
監
視
や
刺
す
よ
う
な
ま
な
ざ
し
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
今
日
の
祝
祭
に
限
っ
て
は
、
そ
う
し
た
「
人
妻
」
と
の
恋
を
妨
げ

る
「
人
目
」
は
存
在
し
な
い
と
虫
麻
呂
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
歌
垣
の
場
に
お
い
て
は
、「
人
目
」「
他
言
」
は
恋
人
同
士
を
助
け
る
も
の
と
し
て

も
機
能
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
中
国
南
・
西
部
の
少
数
民
族
の
歌
垣
を
現
地
調
査
し
た
工
藤
隆
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

一
般
に
現
場
の
歌
垣
は
、
友
人
や
見
ず
知
ら
ず
の
見
物
人
が
複
数
い
る
所
で
、
つ
ま
り
は
多
数
の
他
人
の
「
目
」
ま
た
「
耳
」
の
中
で
、
し
た
が
っ
て
公

開
の
場
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
歌
垣
の
場
は
、
社
会
の
中
で
の
公
認
の
男
女
関
係
を
作
る
場
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
万
葉
歌
で
は
、
恋
愛

は
ひ
た
す
ら
“
秘
す
る
も
の
”
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
、「
人
目
」「
人
言
」
は
恋
の
障
害
の
表
現
と
し
て
だ
け
機
能
し
て
い
る
。
歌
垣
の
場
の
愛
情
表
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現
の
や
り
取
り
に
も
、
前
述
の
よ
う
に
障
害
と
し
て
の
「
噂
」
は
登
場
す
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
場
に
い
る
見
物
人
と
い
う
他
者
を
自
分
た
ち
の
恋
愛
を
支

援
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
感
覚
の
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。（
中
略
）
二
人
の
関
係
を
強
固
に
す
る
証
人
、
二
人
の
恋
愛
の
支
援
者
と
し
て
他
者
を

活
用
す
る
表
現
は
『
万
葉
集
』
に
は
な
い
。
こ
れ
は
、
万
葉
歌
が
歌
垣
の
よ
う
な
無
文
字
時
代
の
〈
声
〉
の
現
場
性
を
失
っ
て
、
漢
字
文
化
導
入
後
の
〈
文

字
〉
の
歌
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（1
（

。

　

工
藤
氏
は
い
く
つ
も
の
中
国
少
数
民
族
の
歌
垣
を
調
査
し
、
歌
垣
で
歌
わ
れ
る
歌
の
中
に
、
人
の
噂
を
自
分
の
恋
の
味
方
に
し
よ
う
と
す
る
表
現
や
、
人
々
に

知
ら
れ
る
こ
と
が
恋
の
成
就
の
支
援
に
な
る
例
、
他
人
の
目
を
二
人
の
愛
の
目
撃
証
人
と
し
、
相
手
の
心
変
わ
り
を
封
じ
る
表
現
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る（
（1
（

。
勿
論
、
現
代
の
中
国
少
数
民
族
の
歌
垣
の
歌
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
同
様
の
表
現
が
古
代
日
本
の
歌
垣
に
も
あ
っ
た
と
直
ち
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、「
か
が
ひ
」
の
よ
う
な
公
開
の
場
で
音
声
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
歌
の
中
に
は
、
万
葉
歌
に
お
い
て
一
般
的
な
「
恋
の
障
害
」
と
し
て
の
「
人
目
」「
他

言
」
と
は
異
な
る
表
現
が
展
開
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四
、
時
雨
に
濡
れ
る
男

　

反
歌
に
お
い
て
、
虫
麻
呂
は
、
筑
波
嶺
の
雄
の
神
に
雲
が
立
ち
上
り
、
時
雨
が
降
り
、
濡
れ
そ
ぼ
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
帰
ら
な
い
と
詠
む
。
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
通
り
、
常
陸
国
風
土
記
に
は
常
陸
の
地
名
起
源
と
し
て
「
風
俗
の
諺
に
、
筑
波
岳
に
黒
雲
挂
り
、
衣
袖
漬
の
國
と
い
ふ
は
是
な
り
」（
総
記
）
と
あ
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
筑
波
の
雄
の
神
に
雲
が
か
か
る
と
雨
が
降
る
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
常
陸
国
風
土
記
に
「
風
俗
の
諺
」

と
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
土
地
の
言
い
習
わ
し
で
あ
り
、
虫
麻
呂
は
反
歌
に
お
い
て
も
、「
か
が
ひ
」
と
同
様
、
土
着
性
を
強
く
持
つ
表
現
を
用
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
反
歌
に
お
い
て
も
、
長
歌
と
同
様
に
「
わ
れ
」
が
顔
を
出
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
長
歌
で
聞
き
手
に
呼
び
か
け
て
い
た
「
わ
れ
」
と

等
し
く
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
「
わ
れ
」
が
時
雨
に
濡
れ
通
っ
て
も
帰
ら
な
い
と
歌
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
様
々
な
見
解
が
あ

り
定
ま
ら
な
い
。

　

金
井
清
一
氏
は
こ
の
表
現
を
、
期
待
を
持
ち
な
が
ら
女
性
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
男
の
焦
燥
感
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
さ
を
描
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
す
る（
（1
（

。
高
野

正
美
氏
は
、
悪
条
件
の
下
で
も
祭
事
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
決
意
の
表
出
で
あ
り
、
卑
猥
と
さ
れ
る
行
為
を
豊
穣
へ
の
祈
り
に
支
え
ら
れ
た
表
出
に
転
換
し
て
い
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る
と
す
る（
（1
（

。
中
西
進
氏
は
、「
家
」
の
否
定
、「
妻
」
の
否
定
と
し
、
旅
と
ひ
と
し
い
嬥
歌
の
中
で
「
家
」
の
現
実
的
秩
序
を
放
棄
し
、
土
俗
の
祝
祭
に
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
な
が
ら
埋
没
し
よ
う
と
す
る
虫
麻
呂
の
捨
身
を
読
み
取
っ
て
い
る（
（1
（

。
犬
養
孝
氏
は
官
能
美
へ
の
陶
酔
を
読
み
取
る（
11
（

。
他
方
、
西
地
貴
子
氏
は
中
西
氏
の
説

を
踏
ま
え
た
上
で
、

　
　

�

虫
麻
呂
が
「
今
嬥
歌
の
中
で
放
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
嬥
歌
の
狂
宴
に
我
が
身
を
ゆ
だ
ね
、
そ
れ
こ
そ
そ
の
輪
の
中
に
い
る
女
性
た
ち
に
、

情
緒
豊
か
な
歌
を
う
た
い
か
け
て
み
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
虫
麻
呂
が
わ
ざ
わ
ざ
「
家
」
を
持
ち
出
し
、
あ
え
て
否
定
し
て
み
せ
る
歌
を
う
た
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、『
釈
注
』
の
い
う
よ
う
に
、「
反
歌
は
自
身
の
心
情
を
主
体
的
に
披
瀝
す
る
こ
と
で
、
嬥
歌
会
の
楽
し
さ
を
述
べ
て
い
る
」
の
で
は

な
く
、
か
え
っ
て
虫
麻
呂
の
払
拭
し
が
た
い
「
家
」
へ
の
執
心
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
1（
（

。

と
、
当
該
表
現
に
は
虫
麻
呂
の
「
家
」
に
対
す
る
執
着
心
が
逆
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
表
現
が
プ
ラ
ス
の
心
情
を
詠
ん
で
い
る

の
か
、
マ
イ
ナ
ス
の
心
情
を
表
し
て
い
る
の
か
だ
け
で
も
論
者
に
よ
っ
て
両
極
に
見
解
が
わ
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
西
氏
や
西
地
氏
の
よ
う
に
、

虫
麻
呂
の
作
品
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
旅
」
と
「
家
」
と
を
設
定
す
る
こ
と
は
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
が
、
安
易
な
作
者
像
の
理
解
へ
繫
が
り
や
す

い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
。
や
は
り
時
雨
に
濡
れ
る
と
い
う
表
現
が
何
を
表
す
の
か
を
も
と
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

万
葉
集
で
は
、
時
雨
は
黄
葉
を
散
ら
す
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
時
雨
に
濡
れ
る
と
い
う
表
現
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ⅰ
う
ら
さ
ぶ
る
情
さ
ま
ね
し
ひ
さ
か
た
の
天
の
し
ぐ
れ
の
流
ら
ふ
見
れ
ば
（
巻
一
・
八
二
）

　

ⅱ
秋
田
刈
る
旅
の
廬
に
時
雨
降
り
わ
が
袖
濡
れ
ぬ
乾
す
人
無
し
に
（
巻
十
・
二
二
三
五
）

　

ⅲ
玉
襷
か
け
ぬ
時
な
く
わ
が
恋
ふ
る
時
雨
し
降
ら
ば
濡
れ
つ
つ
も
行
か
む
（
巻
十
・
二
二
三
六
）

　

ⅳ
黄
葉
を
散
ら
す
時
雨
の
降
る
な
へ
に
夜
さ
へ
そ
寒
き
独
り
し
寝
れ
ば
（
巻
十
・
二
二
三
七
）

　
ⅴ
時
雨
降
る
暁
月
夜
紐
解
か
ず
恋
ふ
ら
む
君
と
居
ら
ま
し
も
の
を
（
巻
十
・
二
三
〇
六
）

　

ⅵ
十
月
時
雨
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
か
君
が
行
く
ら
む
宿
か
借
る
ら
む
（
巻
十
二
・
三
二
一
三
）

　

ⅰ
は
、
侘
び
し
い
思
い
が
胸
を
み
た
す
、
無
限
の
空
を
こ
め
て
時
雨
の
降
り
継
ぐ
の
を
見
る
と
、
と
あ
る
。
濡
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
時
雨
が
降
る
の
を
見
る

こ
と
は
、
侘
び
し
い
思
い
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ
か
る
。
ⅱ
は
、
秋
の
田
を
刈
る
、
家
を
離
れ
た
廬
に
時
雨
が
降
り
、
私
の
袖
は
濡
れ
た
、
乾
か
す
人
と
て
な
く
、

と
あ
る
。
ⅲ
は
玉
襷
の
よ
う
に
、
心
に
か
け
な
い
時
な
く
私
は
恋
し
い
こ
と
だ
。
時
雨
が
降
る
な
ら
濡
れ
続
け
て
だ
っ
て
妻
の
許
に
行
こ
う
、
と
詠
む
。
時
雨
が



高
橋
虫
麻
呂
と
筑
波
の
山
の
歌
垣

一
三
三

降
る
と
妻
と
会
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
恋
心
の
強
さ
故
に
、
そ
れ
で
も
行
こ
う
、
と
詠
む
表
現
で
あ
ろ
う
。
ⅳ
は
黄
葉
を
散
ら
す
時
雨
が
寒
々
と
降
る
ま
ま
に
、

夜
ま
で
も
寒
い
こ
と
よ
、
一
人
で
寝
て
い
る
と
、
と
あ
る
。
ⅴ
は
時
雨
が
降
る
夜
明
け
の
月
夜
を
、
紐
も
解
か
ず
恋
う
て
い
て
く
だ
さ
る
あ
な
た
と
共
に
、
い
た

い
も
の
を
、
と
詠
む
。
ⅵ
は
、
十
月
の
時
雨
の
雨
に
濡
れ
な
が
ら
あ
な
た
は
道
を
た
ど
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
雨
宿
り
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
あ
る
。
相
手

の
男
が
雨
を
お
し
て
や
っ
て
く
る
か
、
女
の
許
に
宿
っ
て
い
る
か
を
問
い
た
だ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
は
、
時
雨
に
濡
れ
る
と
い
う
こ

と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
時
雨
に
濡
れ
る
の
は
、
恋
し
い
人
と
別
れ
て
独
り
で
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
当

該
反
歌
か
ら
は
、
対
と
な
る
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
独
り
時
雨
に
濡
れ
通
る
男
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
時
雨
で
は
な
い
が
次
の
よ
う
な
作
品
も
、
濡

れ
る
と
い
う
表
現
が
、
相
手
を
待
ち
続
け
た
り
、
相
手
を
恋
し
く
思
っ
た
り
す
る
状
況
を
導
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
深
け
て
暁
露
に
わ
が
立
ち
濡
れ
し
（
巻
二
・
一
〇
五
／
大
伯
皇
女
）

　
　

あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
が
立
ち
濡
れ
し
山
の
し
づ
く
に
（
巻
二
・
一
〇
七
／
大
津
皇
子
）

　
　

秋
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
を
れ
ば
賤
し
け
ど
吾
妹
が
屋
戸
し
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
巻
八
・
一
五
七
三
／
大
伴
利
上
）

　
　

誰
そ
彼
と
わ
れ
を
な
問
ひ
そ
九
月
の
露
に
濡
れ
つ
つ
君
待
つ
わ
れ
そ
（
巻
十
・
二
二
四
〇
）

　

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
常
陸
国
風
土
記
に
は
、
筑
波
嶺
で
相
手
と
な
る
女
性
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
男
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
虫
麻
呂
が
当
該
反
歌

で
歌
っ
た
の
も
そ
う
し
た
男
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
反
歌
は
作
中
主
体
の
「
わ
れ
」
が
、「
人
妻
に　

吾
も
交
ら
む
」
と
言
い
な
が
ら
、
相
手
と
な
る

女
性
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
独
り
雨
に
濡
れ
そ
ぼ
つ
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
風
土
記
に
「
俗
の
諺
に
い
は
く
、

筑
波
峯
の
會
に
娉
の
財
を
得
ざ
れ
ば
、
兒
女
と
せ
ず
と
い
へ
り
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
女
性
か
ら
す
れ
ば
、
男
性
か
ら
筑
波
の
歌
垣
で
求
愛
さ
れ
る
こ
と
は
、

表
面
上
は
ど
う
あ
れ
、
最
終
的
に
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
濡
れ
通
る
と
も
わ
れ
帰
ら
め
や
」
と
は
、
強
い
決
意
の
表
出
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
帰
ろ
う
に
も
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
反
歌
の
独
り
雨
に
濡
れ
る
男
の
姿
は
、「
娉
の
財
」
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
娘
と
し
な
い
と
言
い

習
わ
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
だ
か
ら
相
手
は
見
つ
け
ら
れ
そ
う
な
の
に
）、
誰
一
人
相
手
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
、
哀
れ
で
あ
る
故
に
滑
稽
を
誘
う
男

の
姿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
男
の
姿
を
詠
む
の
は
な
ぜ
で
あ
る
の
か
。
金
井
清
一
氏
は
当
該
作
品
に
つ
い
て
、

　
　

�

歌
は
国
庁
で
賓
客
を
迎
え
た
宴
席
で
披
露
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
迎
え
る
主
人
は
国
守
藤
原
宇
合
。
主
客
は
検
税
使
大
伴
卿
で
あ
ろ
う
。
は
る
ば
る
都
か
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四

ら
旅
を
重
ね
、
東
海
道
の
果
て
ま
で
や
っ
て
来
た
都
の
高
官
大
伴
卿
を
も
て
な
す
宴
席
で
、
彼
ら
一
行
に
最
も
興
味
あ
り
、
関
心
の
的
で
あ
っ
た
の
が
筑
波

の
カ
ガ
ヒ
で
あ
っ
た
ろ
う
。（
中
略
）
大
伴
卿
と
共
に
登
っ
た
光
栄
を
歌
っ
た
一
七
五
三
を
歓
迎
の
表
歌
と
す
れ
ば
、
カ
ガ
ヒ
の
歌
は
も
う
一
つ
の
裏
歌
、

宴
も
た
け
な
わ
、人
々
の
酔
い
も
ま
わ
っ
た
頃
に
、取
っ
て
お
き
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ
、本
物
の
カ
ガ
ヒ
を
実
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
検
税
使
一
行
に
歌
唱
付
き
寸
劇
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
だ
と
推
測
す
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い（
11
（

。

と
述
べ
、
実
際
の
寸
劇
の
風
景
を
も
具
体
的
に
想
定
す
る
。
し
か
し
、
題
詞
に
「
筑
波
嶺
に
登
り
て
嬥
歌
会
を
せ
し
日
に
作
れ
る
歌
」
と
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ

せ
れ
ば
、
当
該
作
品
は
劇
で
は
な
く
、
実
際
に
歌
の
掛
け
合
い
を
す
る
、
そ
の
際
に
歌
わ
れ
た
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
筑
波
の
嬥
歌
に
虫

麻
呂
が
参
加
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
筑
波
の
嬥
歌
を
模
し
た
歌
の
会
が
始
ま
る
、
そ
の
始
ま
り
の
歌
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
巻
十

に
は
次
の
よ
う
な
七
夕
の
長
歌
が
あ
る
。

　
　

�

天
地
の　

初
め
の
時
ゆ　

天
の
川　

い
向
ひ
居
り
て　

一
年
に　

二
度
逢
は
ぬ　

妻
恋
に　

も
の
思
ふ
人　

天
の
川　

安
の
川
原
の　

あ
り
通
ふ　

出
の
渡

に　

そ
ほ
船
の　

艫
に
も
舳
に
も　

船
艤
ひ　

真
楫
繁
貫
き　

旗
薄　

本
葉
も
そ
よ
に　

秋
風
の　

吹
き
来
る
夕
に　

天
の
川　

白
波
し
の
ぎ　

落
ち
激
つ�

早
瀬
渡
り
て　

若
草
の　

妻
が
手
枕
く
と　

大
船
の　

思
ひ
慿
み
て　

漕
ぎ
来
ら
む　

そ
の
夫
の
子
が　

あ
ら
た
ま
の　

年
の
緒
長
く　

思
ひ
来
し　

恋
を

尽
さ
む　

七
月
の　

七
日
の
夕
は　

わ
れ
も
悲
し
も
（
巻
十
・
二
〇
八
九
）

　
　
　
　
　
　

反　

歌

　
　

高
麗
錦
紐
解
き
交
し
天
人
の
妻
問
ふ
夕
ぞ
わ
れ
も
思
は
む
（
巻
十
・
二
〇
九
〇
）

　
　

彦
星
の
川
瀬
を
渡
る
さ
小
舟
の
え
行
き
て
泊
て
む
川
津
し
思
ほ
ゆ
（
巻
十
・
二
〇
九
一
）

　

こ
の
作
品
に
対
し
て
辰
巳
正
明
氏
は
「
こ
の
長
歌
は
七
日
の
夜
に
七
夕
の
宴
が
開
か
れ
る
に
際
し
て
、
ま
ず
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
序
幕
の
歌
）
と
し
て
歌
わ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
巻
十
の
七
夕
歌
の
長
歌
が
神
代
か
ら
歌
い
始
め
る
の
は
、
歌
会
の
始
ま
り
の
歌
と
思
わ
れ
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
相
当
す
る（
11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

無
論
、
七
夕
歌
は
中
国
の
文
学
表
現
や
祭
典
、
造
園
技
術
な
ど
の
受
容
に
よ
り
成
立
し
た
背
景
を
持
つ
特
殊
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
作
品
を
同
列
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
歌
の
会
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
長
歌
が
歌
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
該
作
品
の
意
義
も
そ
こ
に
見
出
せ
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
当
該
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
ず
筑
波
の
山
の
土
地
柄
か
ら
歌
い
始
め
、「
か
が
ひ
」
の
概
要
を
場
の
人
々
に
対
し
て
叙
述
す
る
。
続
い
て
「
人
妻
」

へ
の
恋
が
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
、
一
般
的
な
「
人
目
」「
他
言
」
の
論
理
が
通
用
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
。
こ
れ
は
、
続
く
歌
の
会
の
歌
表
現
に
制
約



高
橋
虫
麻
呂
と
筑
波
の
山
の
歌
垣
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五

を
敷
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
恋
の
障
害
と
し
て
の
「
人
目
」「
他
言
」
の
否
定
は
、
例
え
ば
恋
の
後
押
し
の
よ
う
な
、
一
般
に
行
わ
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
「
人

目
」「
他
言
」
の
表
現
を
導
き
出
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
、
虫
麻
呂
は
ま
ず
、
自
分
を
求
愛
が
成
功
し
な
か
っ
た
滑
稽
な
男
の
姿
に
仮
託

し
て
描
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
場
を
作
り
上
げ
、
さ
ら
に
自
ら
滑
稽
な
役
を
買
っ
て
出
る
と
い
う
幇
間
、
則
ち
た
い
こ
も
ち
的
な
虫
麻
呂
の
歌
人
と
し

て
の
立
場
が
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
嬥
歌
」
と
い
う
文
字
や
「
か
が
ひ
」
と
い
う
語
、「
風
俗
の
諺
」
に
基
づ
い
た
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
該
作
品
は
都
の
人
々
を
対
象
と
し

て
、
筑
波
の
「
か
が
ひ
」
を
紹
介
す
る
た
め
に
歌
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
披
露
さ
れ
た
場
は
、
筑
波
の
歌
垣
を
模
し
て
歌
の
会
が
行
わ
れ

る
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
金
井
清
一
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
検
税
使
大
伴
卿
一
行
を
対
象
と
し
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
都
か
ら
常
陸
に
や
っ
て
き
た
賓

客
を
も
て
な
す
宴
席
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
歌
垣
の
概
要
を
述
べ
、
人
妻
へ
の
恋
の
肯
定
、
さ
ら
に
恋
の
障
害
と
し
て
の
「
人
目
」「
他
言
」
の
論
理
が

及
ば
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
反
歌
で
は
、
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
ず
独
り
時
雨
に
濡
れ
そ
ぼ
つ
滑
稽
な
男
の
姿
を
描
く
。
笑
い
も
の
に
す
る
者
も
あ
れ
ば
、

か
わ
い
そ
う
だ
と
歌
を
掛
け
て
く
れ
る
者
が
出
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。虫
麻
呂
の
こ
う
し
た
作
品
か
ら
は
、歌
の
会
に
お
い
て
は
場
を
整
え
た
り
、

自
ら
滑
稽
な
役
を
演
じ
た
り
す
る
、
虫
麻
呂
の
幇
間
的
な
立
場
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
万
葉
集
の
本
文
及
び
訓
読
文
は
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
２
）『
続
日
本
紀
』
の
訓
読
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３
）
沖
森
卓
也
、
佐
藤
信
、
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注
釈
と
研
究
』（
平
成
十
一
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
４
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
令
集
解
』
第
四
（
吉
川
弘
文
館
）。

（
５
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
一
巻
。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
五
巻
（
二
〇
一
七
年
）
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（
６
）
古
事
記
の
訓
読
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記　

祝
詞
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
７
）
日
本
書
紀
の
訓
読
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
８
）
風
土
記
の
訓
読
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
９
）
辰
巳
正
明
「
歌
垣　

中
国
西
南
少
数
民
族
の
《Roengz doengh

》
と
の
関
係
か
ら
」『
詩
の
起
原　

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
恋
愛
詩
』（
平
成
十
二
年
五
月
、
笠
間
書
院
）。

（
10
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

中
』（
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
塙
書
房
）。

（
11
）
本
文
は
『
文
選　

附
考
異
』（
中
文
出
版
社
）
に
よ
り
、
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
（
賦
篇
）
中
』（
明
治
書
院
）
に
よ
り
返
り
点
を
施
し
た
。

（
12
）
森
朝
男
「
歌
垣
を
揺
れ
曳
く
宴
―
額
田
王
の
解
読
」『
古
代
和
歌
と
祝
祭
』（
有
精
堂
、
初
出
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
）。

（
13
）
中
西
進
「
祝
祭
へ
の
埋
没
」『
旅
に
棲
む
』（
中
公
文
庫
、
初
出
は
昭
和
五
十
九
年
四
・
五
月
）。

（
14
）
金
井
清
一
「
高
橋
虫
麻
呂
、
筑
波
山
カ
ガ
ヒ
の
歌　

附
、「
目
串
」
語
義
一
案
」（『
古
典
と
現
代
』
67
号
、
平
成
十
一
年
十
月
）。

（
15
）
工
藤
隆
「
歌
垣
の
現
場
性
と
万
葉
恋
歌
の
観
念
性
―
証
人
と
し
て
の
他
者
と
「
人
目
」「
人
言
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
第
８
号
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）。

（
16
）
注
（
15
）
参
照
。
な
お
工
藤
氏
は
、
歌
垣
を
録
音
・
録
画
・
写
真
撮
影
し
て
い
る
自
分
た
ち
が
歌
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
例
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
17
）
金
井
清
一
「
高
橋
虫
麻
呂
論　

序
説
」『
万
葉
詩
史
の
論
』（
笠
間
書
院
、
初
出
は
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）。

（
18
）
高
野
正
美
「
筑
波
の
嬥
歌
会
」『
万
葉
歌
の
形
成
と
形
象
』（
笠
間
書
院
、
初
出
は
昭
和
五
十
八
年
五
月
）。

（
19
）
注
（
13
）
参
照
。

（
20
）
犬
養
孝
『
万
葉
の
歌
人　

高
橋
虫
麻
呂
』（
世
界
思
想
社
、
平
成
九
年
）。

（
21
）
西
地
貴
子
「
高
橋
虫
麻
呂
の
「
筑
波
嶺
に
登
り
て
嬥
歌
会
を
為
る
日
に
作
る
歌
」」（『
武
庫
川
国
文
』
第
六
十
三
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）。

（
22
）
注
（
14
）
参
照
。

（
23
）
辰
巳
正
明
「
人
麿
歌
集
七
夕
歌
の
歌
流
れ
」『
万
葉
集
の
歴
史　

日
本
人
が
歌
に
よ
っ
て
築
い
た
原
初
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
』（
平
成
二
十
三
年
十
月
、
笠
間
書
院
）。


